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測 )麿既をこ発淡 した褐登摘弼胞腔 の 旦例

椎都 真
(新潟大学放射線科)
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術後9ケ月た-ニ湧機 番窪で他臓器-＼凍瀞 は認められてい

ない 本例は本邦第旦8例巨∃の酵既褐色細胞種で,見解緩

障害m面か㌃)は長音才期発見が望登れ棋ii:例であ-さた

望且い さ誹完をこおける肝動脈塞栓術獅 宕7療効果
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遷病院において緒預二動脈塞栓術を施汚した臓洩例GiM祭発性

肝細胞癌を銅像とも了こ治療効果と第線に及ぼす閏予を綬

L7､日_.}.

方法 ;肝動脈塞栓鮒を施行 し栄二mi浅例鍔確言療効果を累
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を比較検諸藩し.栗二書 賢後に及ぼす困千として,門脈浸潤の

陸風 膝脇径夕波琵纂及び,ぎ勘当転移巣の有無について検

討 した.

結果 ;本療法による累積教存率は, 息隼生存率碩9%き

2年生存率望5%,3年生存率9%で,硯在厳段数存者例

言 Ili1I),l巨二_斗 _上.し吊｢川川1車空目i-li∴ ('Ttllh Im､

なかった,瞳轟径では長径 且Oem 比 嘉では予後不良で†

m肺浸潤議決以下の門脈閉塞例での予後が良好であ1たd

文学被膜のあるもの,肝内転移巣のないも釣の予後鮒 逢

好であった.

翌が 腹部趨 妄音波検査 にて胆嚢内腔描出不能例

∴ ･t._∴

前書f遷
横山 蓬髪欄 ■= 策樹 濃 霧要諦 準繍 〕

当院で約3年間に経験 した浅3例について検討した,内

訳は,磁器様胆嚢6例,胆嚢の小さい例6倒す胆嚢内結

石充満 3例であった.

磁器様胆嚢はt6例と転 Ⅹ-p と石灰化影が同定でき

たやC汀 が予胆嚢蟹に石灰化があることを証明するUMこ

着用であったけ◆石灰化の形状から〕ヶ5例は,広く帯状に

石放校の鬼だ/凍 る型早 急例は乍多発性殿点状の石灰化の

みられる型であーつた. 護例をこ胆嚢結石が合併していえ二が

手術前をこぼ診断て漕 なか-､紅 蕨m鮒 を例は,なか-1た.

胆嚢鍔河､射 ､例では9最小が)も鞘は5x頂5mm 太であっ

小きくなったものかの鑑別は,できなかった,胆嚢結石

例は亨胆寮内に5x3cm 太の太きい結石のあった例で

ある.
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1)顎関節に対せ る二重造影検窮をこついて

こぶ増 悪錆 蒜鍔潟)

顎関節は顎喜…書腔系機能と密接な関鱗をこあるため歯科慣

域では重要な部位であ畑 顎関節に対するX線検査の意

Ld,近隼,発現頻度の商い顎関節症では骨変化の生じる

割合は低く9関節円板などの軟観梅に異常が生じる場合

が多いため,これらの検査法のみでは的確な診断を行な

うことは困難である.従来,顎関節軟組織の観察をこぼ暢

橡造影剤をこよる単純造影検査が施行きれてきたが,最近,

二豪造影法を顎関節に応用 Lて軟組織のさらをこ詳細な把

嬢が試みられている.当放射線科でも,これまで約且榊

例に対 して本法を施行 L良好な造影像を得ているのでそ
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の機密を紹介した血

顎関節二塵造影法は単純造影法と較べると万上下関節

腔や関節m板などの解剖構造のより詳細な観察が葡才能で

ありチ関節萱雪板の前方転位畢穿孔などの軟組織蛮骨ヒを診

断したりテ治療方針の決定をこ際して着用と考えられる中

空)最近経験した耳下腺腫腐 (多形性腺腫)
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従来より耳下腺腫慶の画像診断闘豊Si汲嵐駁)鑑r汲P柚 が

行な卦つれてきたがや爵近ではCTやuSも---磯化しつ

半~･!二日町一_-∴､-r∴鮎.J~~ぎ上Lqi;llotLIr叫1t1.1･.し1'll.川

の魯診断技法の特徴について牽狸するとともをこ,語例に

対照的なCT像が得られた常滑をこついて病理殿繊撃的

な面から考察を加えた｡

体FA:Sの段性霞拠挽病変であることが示唆される所見で共

通であ-雄二が,造影CTをこて-〟--;35-は周辺部が造影され

示した感で対照的であった.この差は病理鼠織学的な細

胞構造上の相違がCT上に反映したものと考えられた

がゥCTで嚢胞性病変を旋転せた給藩が,LTSをこより内

部の窯筋性を指摘され,これが摘出物とよく食っていた

ことは,uSがtyYの限界儀域を補える可能性のある
ことを示唆している.

3)下顎骨に発生した骨肉鷹の且例
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今luj繋我利景教骨稜綴級形成を主体とする下顎骨骨肉

塵を経験した.

巨〕歯部歯肉の腫脹9柊痛を主訴としや既往歴,家族歴灘

をこ特記事項なし

叶IinLIrll.州hI川(ltゝLiL'lTド.LJl.tmllL)rLT主鋸.仁言常

る程度把握されたが9そのダ謂間組"織-のimvaS豆omの有

無や予内部性状の鑑別が問題となった.エ:ヱ-により,

耳下腺との塵界や性状が予想された血苦痛R互によりもほmEBT

LTl進虹㍉.い1軒川信一､左上 U.lL壬欄路も一､､Ll､in＼･こl品川L'リ.i~
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病変の存在を示しノたが,どのような病変かかこついては,

517

わからなかっ漂二,

今回,我櫓ぼ開院富を初めて画像診断をことり呆れて

みたが,顎顔面儲域でも太いに有効であったのでき今後

言し'T.∴日-･'･--卜貼∴MM Uしい告i吉川才巨r宣告r冊雁

診断を進めて行く事が必費だと思われ溌こ｡

射 新潟県立がんセンタ-画像診断科の紹介
新教 伸二(新潟県立がん恕ンタ-)

鵬-5,息｡全面改築され移転した新潟県立がんセソ伊仙

では,中東放射線部の舶こ画像診断紬 放射線治療鍬
核医学検査料の3部門がある町

このうち奪回は,主として画像診断部門の塵裸の構成,
甘酢姑~･.･ト~二甘､言.

省エネルギ山のための操作廊下,電算化 フィルム自

動搬送システム鶴 それを取り巻く橡 の々工素がされて

いる一驚線テレビ後台,CT2台もダレ-ドアップされ

たものだがタ近櫓MR玉やCRの噂武も予定されてい

る丘また各機器に付属する記録装置として,光ディスタ

が付属している軌 ブ1ルムディジタイザ州も初めて購
瓦されて,将来のPACS化に少しずつ傭えている.

しかし一風 近代化の歪みというか,冷燈房の調節の

不良や,ドアのストッパ山などの小さな悩みも少なくな
い.

5仁老首放線冠に梗塞病変をみとめた----過性
痴呆の且例
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症例は銅歳女性,活動的性格であったが,素見院後S

tう竹-7L里7朋侶二･1潤し仁 言糾用守i-.軒廿樟壮

行L95m m三島病院にÅ院,神経学的所見で,着東朱

行,鳳当漉終敷 注意力散鳳 了解遅延,感情鈍麻ず意

欲の低下ありゃ知的機能では言だ憶カ,記銘九 計算9番

字の各障害を示し(長谷jE儀8惑う,検度で血中アジそ

こ､i~'軒翫▲:j仙･輔漸詰責自llllTIHT(ll.帖埠で抹洋上認

めたが,Ⅹ戒で異常なし 関配昔にて着放線冠を中心をこ

T意の藍藻病巣を認めた.脳代謝賦活剤継続していたと

ニ/,i;巾吏∴Il(;.＼､1恒tけい,肝性脳症十㌦小鑑別に左_･､

たがMR夏形懸および臨床経過から梗塞性病厳と考え

上･十巨.病状回fk座10肌Lrl'llirtl:＼Mド1-7廿'Tて言脳

局所砂金体とも血流の低下は示されなか､つた,
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